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緒 言

ハクサイ （

）は典型的な種子春化型植物であ

り（篠原， ），発芽直後の種子の段階から低温を感

受し，花芽形成が誘導される．しかし，花芽形成に必要

な低温の程度（温度や長さ），その後の花茎の伸長や開

花のための日長条件等は，品種・系統により大きく異な

る．結球葉を利用するハクサイでは，生産を安定させる

ためには，早期抽だいを回避し，十分な結球重を確保す

ることが重要である．土地利用型の重量野菜であるハク

サイは，作型として品種選択型に分類され（野菜・茶業

試験場， ），晩抽性品種と栽培地域の組み合わせに

より周年栽培が行われている．

ハクサイの冬・春まき栽培では，種子や苗が低温に感

応し，結球前に早期抽だいする危険がある．これを回避

するために，低温に感応し難い晩抽性ハクサイ品種の利
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用，さらに幼苗期の加温育苗やトンネル等の被覆資材が

利用されている．しかし，現在市販されている晩抽性ハ

クサイ品種を用いても早期抽だいが生じることがあり，

生産の不安定要因の一つとなっている．また，加温によ

る育苗管理や被覆資材利用による保温管理は，省力化・

省エネ等の観点から，最善の方法とは考えられない（由

比ら， ）．

野菜・茶業試験場（現 野菜茶業研究所）アブラナ科

育種研究室では，低温要求性の高い（低温感受性の低い）

育種素材を用いた晩抽性の はくさい中間母本農 号

を育成した（由比ら ）．さらに，低温に感応せず

長日のみで花芽分化する（長日要求性）極晩抽性系統 つ

けな中間母本農 号 を育成した（ ら ；由比

ら， ）．

そこで，この つけな中間母本農 号 が有する，低

温に感応しない長日要求性の極晩抽性をハクサイに導入

することで，加温あるいは保温資材を必要としない極晩

抽性ハクサイの育成を試みた． 年に極晩抽性系統

つけな中間母本農 号 に日本型ハクサイを交雑し，

後代で晩抽性の個体選抜を繰り返すことにより，

年に 世代で結球部形状が日本型ハクサイに近く，極

晩抽性で，当初の目的にほぼかなった系統を得た．そこ

で ハクサイ安濃 号 の系統名を付し， 年から

年に特性検定試験および系統適応性検定試験を実

施した結果，本系統はハクサイとしての実用形質は劣る

ものの極晩抽性に優れ，さらに，極晩抽性は次世代に遺

伝することが明らかとなった．そこで 年に中間母

本登録申請し， 年度に はくさい中間母本農 号

として中間母本登録された．ここに育成経過と特性の概

要を報告する．

なお，特性検定試験・系統適応性検定試験の実施にあ

たり，青森県農林総合研究センター畑作園芸試験場，愛

知県農業総合試験場，北海道立北見農業試験場，宮城県

農業・園芸総合研究所，神奈川県農業総合研究所，石川

県農業総合研究センターの担当者各位より多大なご協力

を頂いた．ここに記して深謝の意を表する．

育成経過

はくさい中間母本農 号 の育成系統図を図 に

示す． 年に長日要求性の極晩抽性系統 つけな中

間母本農 号 と日本型ハクサイである 松島新 号

を交雑し， 世代で晩抽性の個体選抜を行い 松島新

号 への戻し交雑を行った．同様に 世代で晩抽性

の個体選抜を行い，再度 松島新 号 への戻し交雑を

行った． 世代で晩抽性の個体選抜を行い，草姿およ

び葉の形質を改良する目的で日本型ハクサイ 無双

（タキイ種苗）への戻し交雑を行った． 世代で晩抽

性の個体選抜を行い 無双 の小胞子由来の倍加半数体

系統への戻し交雑を行った．その後，自殖を行い，

年に 世代で結球内部が黄芯で形状は日本型ハクサイ

に近く，極晩抽性を示す，当初の目的にほぼかなった個

体を得た（写真 ， ）． 年より選抜個体の集団採

種により系統の維持を行い， ハクサイ安濃 号 の系

統名を付し， 年から 年にわたり特性検定試験

および系統適応性検定試験を実施した．その結果，本系

統はハクサイとしての実用形質は劣るものの，極晩抽性

素材としての優秀性が認められ， 年度に はくさ

い中間母本農 号 として中間母本登録され，同名で品

種登録出願された．

特 性

育成場所（三重県安芸郡安濃町）における晩抽性試験
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図 １ ‘はくさい中間母本農８号’の系統図
＊：小胞子由来倍加半数体系統

特性検定試験
系統適応性検定試験

以降選抜団体による
集団採種で維持

特性検定試験
系統適応性検定試験

以降選抜団体によ
集団採種で維持



の各年次の試験設計および耕種概要を表 に示す．こ

こでは育成地で得られた試験データをもとに，極晩抽性

はくさい中間母本農 号 の品種特性を記す．

１ 晩 抽 性
年度の栽培試験において はくさい中間母本農

号 は， 月下旬に不完全ながら結球に至ったが， 月

日には半数以上の個体の抽だい茎長が 以上に達

した．しかし はくさい中間母本農 号 は，既存の晩

抽性ハクサイ品種よりも明らかに抽だいが遅く，晩抽性

が認められた（表 ）．また， 年度の試験では は

くさい中間母本農 号 と 無双 との は，既存の

晩抽性品種 はるさかり （渡辺採種場）よりも芯長（球

を半割にした時の抽だい茎長）が短く，高い晩抽性を示

した（表 ）．

年度の試験における，品種・系統ごとの抽だい

までの日数の頻度分布を図 に示す．播種から抽だい

までの平均日数は はくさい中間母本農 号 が 日，

非晩抽性の 無双 が 日であった．一方，既存の晩

抽性品種の はるさかり では 日であり，さらに低

温要求性の高い はくさい中間母本農 号 では 日

であった．これらの結果より はくさい中間母本農

号 は，既存の晩抽性ハクサイ品種ならびに晩抽性の

はくさい中間母本農 号 よりも明らかに高い晩抽性

を示した． 年度に行った，より抽だい・開花しや

すい条件下でのポット試験の結果を写真 ３に示す．当

試験においても はくさい中間母本農 号 の極晩抽性

が確認された．

２ 晩抽性の遺伝
晩抽性の遺伝解析を行うために，極晩抽性の はくさ

い中間母本農 号 と非晩抽性の 無双 ，それらの

と を供試し， 年度に実施した品種・系統ご

佐藤ら：極晩抽性 はくさい中間母本農８号 の育成とその特性

写真 １ はくさい中間母本農８号の立毛
年 月 日撮影，野菜茶業研究所

（三重県安芸郡安濃町）

写真 ２ はくさい中間母本農８号の結球部の外観
および内部
（ 年 月 日撮影）

表 １ 育成地（野菜茶研）における試験設計および耕種概要

年度 選抜対象形質 作型
播種
（月日）

定植
（月日）

育苗 マルチ べたがけ トンネル
栽植距離（ ） 施肥
株間 条間 （ ）

晩抽性 秋まき
（遅まき）

無加温 黒マルチ 無 無

一般形質 早春まき ２ ５ ３ ９ 加温 黒マルチ 無 無
晩抽性 秋まき １ 加温 黒マルチ 有 無
晩抽性遺伝解析 （遅まき） １ 加温 黒マルチ 有 無

晩抽性鉢植え比較 １ 加温

（千鳥）

に園芸培土を詰めた５号鉢に移植し屋外で栽培（５株 品種 系統）
一般形質 早春まき １ ３ 加温 黒マルチ 無 有

（千鳥）

いずれの年度も，１区 株２反復 （鉢植え比較試験を除く）



との抽だいまでの日数の頻度分布を図 に示す．ここ

での はくさい中間母本農 号 と 無双 の実験結果

は図 と同じものである．極晩抽性の はくさい中間

母本農 号 の播種から抽だいまでの平均日数は 日，

晩抽性でない 無双 は 日であり，両者の抽だいに

は約 日の差が認められた．一方， の はくさい

中間母本農 号 × 無双 では，播種 日目から

日目までに 個体が抽だいした（ ％）． では，

と同様に播種 日目から 日目に抽だいした

個体が多かったが，より抽だいの早い個体や，より抽

だいの遅い はくさい中間母本農 号 型の個体の出

現も認められた． 無双 の分布のピークが はくさ

い中間母本農 号 と比較してよりシャープであるこ

との要因として 無双 が 品種であり はくさい

中間母本農 号 が集団採種系統であること，さらに

環境条件に起因するもの等が考えられる．

両親の抽だい性， および における抽だい性の

分離状況から はくさい中間母本農 号 の有する極

晩抽性は，比較的少数の遺伝子が関与し，次世代に遺

伝すると考えられる．
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表 ２‘はくさい中間母本農８号’の抽だい性検定結果
（ 年度）

品種
抽だい日
（ 年）

抽だい茎長
（ 調査）

備考

はくさい中間母本農８号 半結球
晩輝 以上 不結球
はるさかり 以上 不結球
幸村 以上 不結球
無双 以上 不結球

抽だい日：半数の株の抽だい茎長が球上部から 伸長した日

表 ３ ‘はくさい中間母本農８号’および供試品種・系統の品種特性（ 年度）

品種・系統 草姿 球形
球の
かぶり

球の
しまり

球高
（ ）

球径
（ ）

芯
（ ）

結球重
（ ）

芯の太
さ（ ）球内色

葉肉の
硬さ

備考

中間母本農 号 中 筍形 中 ゆるい 淡黄 中
はるさかり 中 円筒形やや深いしまる 淡黄 中
中間母本農 号 中 円筒形やや深いしまる 淡黄 中 軟腐病，縁腐れ病多発
無双 中 円筒形やや深いしまる 淡黄 中 頃に抽だい茎長
中母農 号×無双 の １ 中 円筒形 中 しまる 極淡黄 中

調査日： 年 月 日

図 ２ ハクサイの晩抽性の比較（ 年度）
年 月 日に播種（温室），同年 月 日に

本葉約 枚で圃場（三重県安濃）に定植

図 ３ 晩抽ハクサイの遺伝解析における抽だいまでの
日数の頻度分布（ 年度）

年 月 日に播種（温室），同年 月 日に本葉約 枚で圃
場（三重県安濃）に定植．

１：‘はくさい中間母本農８号×無双’

２：‘はくさい中間母本農８号×無双’



３ 一般特性
年度に，早春まき加温育苗，露地栽培を行うこ

とにより はくさい中間母本農 号 の晩抽性ならびに

ハクサイとしての特性を調査した（表 ）． はくさい

中間母本農 号 の収穫適期は，既存の晩抽性品種 は

るさかり よりも 週間以上遅かった（データ省略）．

はくさい中間母本農 号 の 球のしまり はゆるく，

球重 も軽く，結球に関する形質は既存の晩抽性品種

に比べ劣った．

年度に，早春まき，露地マルチ・トンネル栽培

において はくさい中間母本農 号 および標準・対照

佐藤ら：極晩抽性 はくさい中間母本農８号 の育成とその特性

写真 ３ ハクサイの晩抽性の比較
（ 年 月 日播種， 月 日鉢に定植し屋外へ， 年 月 日撮影）

１．極晩抽性はくさい中間母本農８号
２．晩抽性はくさい中間母本農６号
３．晩抽性ハクサイはるさかり
４．対照ハクサイ品種無双

１ ２ ３ ４

表 ４ ‘はくさい中間母本農８号’および供試品種・系統の特性（ 年度）

系統・系統 草姿 球形
球の
かぶり

球の
しまり

球高
（ ）

球径
（ ）

中肋長
（ ）

中肋幅
（ ）

葉数
（枚）

球内色

中間母本農８号 やや立 長円筒形 やや深い 中 黄色
幸村 中 円筒形 やや深い しまる 淡黄
はるさかり やや開 円筒形 やや深い しまる 淡黄
中間母本農６号 やや開 短円筒形 中 しまる 淡黄
無双 中 円筒形 やや深い しまる 極淡黄

年５月 日調査

表 ４ （続き）

系統・系統 結球重（ ） 芯長（ ） 可販率（ ） 備考 中間母本としての評価
中間母本農８号 ６月以降，軟腐病が多発 ○（有望）
幸村 ６月以降，軟腐病が発生
はるさかり ６月以降，軟腐病が発生
中間母本農６号 ６月以降，軟腐病が多発
無双 以上 ６月以降，全て開花，軟腐病が発生

年５月 日調査

上：はくさい中間母本農８号 下：はるさかり

写真 ４ 収穫物における晩抽性の比較
（ 年 月 日撮影）

品種の一般形質に関する調査を行った．その結果を表

に示す． はくさい中間母本農 号 の収穫適期は，

既存の晩抽性ハクサイ品種 はるさかり より遅かった．

収穫物はやや縦長で， 球のしまり はゆるく，ハクサ

イとしての形質は既存の晩抽性品種に比べ劣った（写真

）． はくさい中間母本農 号 は既存の晩抽性品種

に比べ，さらに高い晩抽性を示したが， 月以降の高温



期になると軟腐病が多発した．

抽だいが認められないため，可販率は他の品種と比較

し極めて高かった．しかし，上記の如く結球ハクサイと

しての実用形質が，既存のハクサイ品種と比較すると劣

るため秀品率は低かった．このように，実用形質にはな

お改良の余地があるが，極晩抽性育種素材としては実用

品種の育成に容易に利用できると考えられる．

４ 用途，適応作型，適応地帯等
はくさい中間母本農 号 の用途は，極晩抽性ハク

サイ品種の育種素材である．本中間母本の有する極晩抽

性は，秋まき，早春まきの作型に適する．また，冬期の

露地栽培では非結球となることがあるので，保温資材を

利用することが望ましい．

特性検定試験場所における晩抽性試験

系統適応性検定試験結果は，いずれの場所・年度にお

いても，前述と同様に結球性等の評価が低く，ここでは

晩抽性に関する特性検定場所における検定結果のみを示

す．

特性検定試験場所である青森県農林総合研究センター

畑作園芸試験場（青森畑園試）および愛知県農業総合試

験場（愛知農総試）における はくさい中間母本農 号

の晩抽性に関する特性検定試験の耕種概要，標準品種お

よび対照品種等を表 に示す．

１ 晩 抽 性
青森畑園試および愛知農総試における はくさい中間
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表 ５ ‘ハクサイ安濃 号’を用いた晩抽性検定試験における各検定場所の耕種概要

検定場所
年 度

播種 定植
栽培様式 標準品種 対照品種 栽培様式

施肥量（ ）
備考

（年 月日）

青森畑園試

年度 春まき露地 はるさかり 晩輝 無双 幸村
郷風

うね幅 ，条間
株間 ，２条，
透明ポリマルチ

： ： 直播き

年度 春まき露地 はるさかり 幸村
中間母本農 号

無双，
大阪白菜
晩生

うね幅 ，条間
株間 ，２条，
無マルチ

： ： 無加温ガラス室
育苗

年度 春まき露地 はるさかり 幸村
中間母本農 号

無双 うね幅 ，条間
株間 ，２条，
黒色ポリマルチ

： ： 無加温ガラス室
育苗

愛知農総試

年度 秋まき露地
越冬

はるさかり 幸村，
晩輝

無双 うね幅 ，株間
２条

： ：

年度 早春まき露地 はるさかり 幸村，
中間母本農 号

無双 うね幅 ，株間
２条

： ： 加温ガラス室育苗

年度 早春まき露地 はるさかり 幸村，
中間母本農 号

無双 うね幅 ，株間
２条

： ： 無加温ガラス室
温床トンネル
ポット育苗

表 ６ 特性検定試験場所における‘はくさい中間母本農８号’の晩抽性検定試験結果

品種・系統

青森県農林総合研究センター畑作園芸試験場 愛知県農業総合試験場
年度 年度 年度 年度 年度 年度

調査日
年
抽だい率
（％）

調査日
年
抽だい率
（％）

調査日
年
抽だい率
（％）

収穫の可否
月 日

抽だい日
年

収穫の可否
月 日

抽だい日
年

収穫の可否
月 日

抽だい日
年

中間母本農８号 可能 可能 以降 可能 以降

はるさかり 裂球 抽だい 抽だい
幸村 裂球 抽だい 抽だい
中間母本農 号 抽だい 抽だい
無双 裂球 抽だい 抽だい
晩輝 可能
郷風
大阪白菜晩生
評価（中間母本農８号） 同等 ○ 優れる ○ 優れる ○ 優れる ○ 優れる ○ 優れる



母本農 号 の 年度から 年度の晩抽性検定試

験結果を表 に示す．

年度の青森畑園試における検定試験では，

年 月から 月が高温に経過したため はくさい中間母

本農 号 の晩抽性は標準品種の 晩輝 や はるさか

り と同程度と判定された．しかし， 年度および

年度の検定結果では はくさい中間母本農 号

の晩抽性は，標準品種や対照品種より優れると判定され

た．

愛知総農試における はくさい中間母本農 号 の晩

抽性検定試験結果では， 年から 年のいずれの

年度においても収穫可能個体が認められ，また抽だいも

明らかに遅く はくさい中間母本農 号 の晩抽性は標

準品種および対照品種より優れると判定された．

考 察

野菜 茶業研究所（現 野菜茶業研究所）では，

に属するツケナやハクサイの晩抽性育種を行ってき

た．当初，低温要求性の高い飼料用の根こぶ病抵抗性ヨー

ロッパカブを素材とし晩抽性の はくさい中間母本農

号 が育成された（由比ら， ）．また，これとは

別に，長日要求性の晩抽性育種素材 大阪白菜晩生 を

見い出し（ ら ら ），これを利用し

た極晩抽性 つけな中間母本農 号 が育成された

（ ら ）．今回育成した はくさい中間母本農

号 は，低温にはほとんど感応せず，長日のみで花芽分

化するという抽だい特性を有する つけな中間母本農

号 を育種素材とし，わが国の結球ハクサイ品種に近い

特性を持つように改良されている． はくさい中間母本

農 号 の有する極晩抽性は，由比（ ）が指摘する

ように無加温・無保温あるいは簡単なべたがけ程度の被

覆資材で春から初夏どりのハクサイ栽培を可能にするた

め，極めて重要な中間母本である．しかし はくさい中

間母本農 号 は，結球性や球形等に代表されるハクサ

イとしての実用形質に問題が残されており，既存の晩抽

性品種と比較して低温伸長性がやや劣るため，十分に結

球させるためにはトンネル等の保温が必要である．さら

に，春季の気温の上昇とともに軟腐病が多発することか

ら，本中間母本を用いた実用品種の育成にあたっては，

これらの問題点を解決する必要がある．

はくさい中間母本農 号 と非晩抽性ハクサイ品種

との は，非晩抽性ハクサイ品種や既存の晩抽性品種

よりも晩抽性を示した．また，極晩抽性の遺伝解析実験

の結果，分離世代である において はくさい中間母

本農 号 の極晩抽性と同程度のものが約 ％出現し

た．これらのことから，本中間母本を利用し育種操作で

多数の個体を扱うことにより，実用形質にも優れた極晩

抽性ハクサイ品種を育成することは可能である．

はくさい中間母本農 号 の種子は，現在増殖を行っ

ており，今後，独立行政法人農業生物資源研究所ジーン

バンクに移管予定である．ジーンバンクへの移管が終了

次第，日本国内では育種素材として入手可能である．

摘 要

１） はくさい中間母本農 号 は，低温をほとんど必

要としない長日要求性の極晩抽性系統 つけな中間母

本農 号 に日本型ハクサイを交雑し，後代で極晩抽

性個体の選抜を繰り返すことにより育成された，結球

部形状が日本型ハクサイに近い極晩抽性系統であり，

年に中間母本登録された．

２） はくさい中間母本農 号 の晩抽性は，既存の晩

抽性ハクサイ品種の はるさかり 晩輝 幸村

よりも高い．さらに，野菜茶業研究所アブラナ科育種

研究室で育成した抽だいに対する低温要求性の高い

はくさい中間母本農 号 より晩抽性の高い系統で

ある．

３） はくさい中間母本農 号 の 球のしまり はゆ

るく， 球重 も軽く，ハクサイとしての実用形質は

既存の晩抽性品種に比べ劣る．

４）極晩抽性 はくさい中間母本農 号 と非晩抽性の

無双 の では，抽だいまでの日数（晩抽性の程度）

は，両親のほぼ中間の値を示し，さらに同 ではピー

クの位置は同じであるが分離しており，それぞれ両親

の抽だい性程度に近いものが認められた．

５）極晩抽性 はくさい中間母本農 号 と晩抽性でな

い 無双 ，さらに および における抽だい性

の分離状況から はくさい中間母本農 号 の極晩抽

性には，比較的少数の遺伝子が関与しているものと推

定される．

６）分離世代である において はくさい中間母本農

号 の晩抽性と同程度のものが約 ％出現するので，

育種操作で多数の個体を扱うことが比較的容易なハク

サイの場合，選抜に十分な数の晩抽性個体を得ること

が可能である．

佐藤ら：極晩抽性 はくさい中間母本農８号 の育成とその特性
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